
１
４．放物線 ｙ＝－ｘ２と点Ｏ（０，０）がある。

２
１

ｎを正の整数として点Ｐ（ｎ，－ｎ２）をとる。
２

１
このとき、直線ＯＰと ｙ＝－ｘ２で囲まれた図

２

形内（周囲も含む）にあってｘ座標、ｙ座標と

もに整数である点の個数をＳ(ｎ)とする。例え

ば、ｎ＝２のときは右の図のようにＳ(ｎ)＝３

である。 （ 関西大倉高等学校 H10 ）

（１）Ｓ(３)を求めなさい。

９ ３
ｎ＝３のとき、点ＰはＰ（３．－）で、直線ＯＰの式は ｙ＝－ｘ となる。

２ ２

ｘ＝２のとき（２，３）（２，２）。ｘ＝１のとき（１，１）。ｘ＝０のとき（０，０）。

以上の４点である。Ｓ(３)＝４ Ａ． ４

（２）Ｓ(６)－Ｓ(４)を求めなさい。

ｎ＝６のとき、点ＰはＰ（６，18）で、直線ＯＰの式は ｙ＝３ｘ となる。

ｘ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

ｙ＝３ｘ 18 15 12 ９ ６ ３ ０

１ 25 ９ １
ｙ＝－ｘ２ 18 － ８ － ２ － ０

２ ２ ２ ２

整数である点 １個 ３個 ５個 ５個 ５個 ３個 １個

Ｓ(６)＝23

ｎ＝４のとき、点ＰはＰ（４，８）で、直線ＯＰの式は ｙ＝２ｘ となる。

ｘ ６ ５ ４ ３ ２ １ ０

ｙ＝２ｘ 12 10 ８ ６ ４ ２ ０

１ 25 ９ １
ｙ＝－ｘ２ 18 － ８ － ２ － ０

２ ２ ２ ２

整数である点 ＊ ＊ １個 ２個 ３個 ２個 １個

Ｓ(４)＝９

Ｓ(６)－Ｓ(４)＝23－９＝14 Ａ． 14
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